
１０月３日 

黙示録 11:15 第七の御使いがラッパを吹き鳴らした。すると、天に大きな声々

が起こって言った。「この世の国は私たちの主およびそのキリストのものと

なった。主は永遠に支配される。」 

 

ベック兄：黙示録ー４５「第３のわざわい」 

https://youtu.be/r2SrtAiI8h0 

 

・人間に対する怒りと罪、そして報いと解放を、神は明らかにされています。 

 

・神のさばきは悔い改めを求めるものであり、主の再臨を予告しています。 

 

・ラッパが鳴らされるのは、救いが完成するとき、また裁きが行われるときで

す。 

 

・神の最後の呼びかけは、救いが完成するように、さばきによって滅ぼされな

いようにというものです。 

 

・黙示録の最大のテーマは、この地が悪魔の支配から神の支配へと移り、永遠

の支配が始まると預言されていることです。 

 

・旧約では神が王となられることが預言され、今はまだ悪魔の支配の中にある

が、将来、王となられる事実が記されています。 

 

・今の世においても、すでに十字架によってイエスさまが王であり、礼拝され

ていることが証しされています。 

 

・怒りのない愛は神のものではなく、最後の怒りによって愛が示され、救い出

されるのです。 

 

・永遠のいのちは、死んだ人ではなく、今生きている人に与えられ、さばきに

会うことはないのです。 


